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平成25年５月13日 

各      位 

会 社 名  助川電気工業株式会社 
代表者名  代表取締役社長 百目鬼 孝一 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード７７１１） 
問合せ先 取締役管理本部長 小滝 理 
電  話 ０２９３－２３－６４１１ 

（訂正・数値データ訂正） 

｢平成25年9月期 第2四半期決算短信[日本基準](非連結)｣の一部訂正に関するお知らせ 

 

当社が平成25 年５月10 日に発表いたしました｢平成25年9月期 第2四半期決算短信[日本基準](非連

結)｣の記載内容について一部訂正がありましたのでお知らせします。 

なお、訂正箇所につきましては下線を付しております。また、数値データにも訂正がありましたので訂

正後の数値データ(XBRL)を添付しております。 

 

記 

【訂正箇所】 

添付資料３頁 

［訂正前］ 

（２）財政状態に関する定性的情報 

② キャッシュ・フローの状況 

（省略） 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間における営業活動による資金の減少は、２億２千９百万円（前年同期は２億３

千３百万円の資金の増加）となりました。これは主に、仕入債務の増加（213百万円）、税引前四半期 

純利益の計上（195百万円）、減価償却費の計上（59百万円）があった反面、売上債権が増加（△667百

万円）したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間における投資活動による資金の増加は、９千２百万円（前年同期は３千１百万

円の資金の減少）となりました。これは主に、投資有価証券の売却（119百万円）によるものでありま

す。 
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［訂正後］ 

（２）財政状態に関する定性的情報 

② キャッシュ・フローの状況 

（省略） 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間における営業活動による資金の減少は、１億１千２百万円（前年同期は２億３

千３百万円の資金の増加）となりました。これは主に、仕入債務の増加（213百万円）、税引前四半期 

純利益の計上（195百万円）、減価償却費の計上（59百万円）があった反面、売上債権が増加（△667百

万円）したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間における投資活動による資金の減少は、２千４百万円（前年同期比△21.1％）

となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出（25百万円）によるものであります。 
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添付資料７頁 

［訂正前］ 

３．四半期財務諸表 

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 
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［訂正後］ 

３．四半期財務諸表 

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

 


